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研究成果の概要（和文）：多くの教育機関が教育の高度化や豊富化を実現するために様々なICT機器を導入しICT
活用教育を実施しているが，その効果については個々の機器の活用測定に留まっており，測定している教育機関
の数も，その測定方法も限定的である．本研究では，応募者がこれまで実施してきた教育システム開発に関する
研究成果と，教育システム運用に関するノウハウを組み合わせ，講義中のICT機器の操作ログから，教員の教育
活動のモデル／シナリオを生成する方法を導出するとともに，それらを自動生成するシステムを開発する．

研究成果の概要（英文）：It is an urgent task for the education institutes to use Information and 
Communication Technology (ICT) devices effectively. The education institutes not only introduce ICT 
devices, but also it is necessary to evaluate the effect of the introduced ICT devices. This 
research proposes ICT Operational Model and ICT Operational Sinario which express teacher’s 
operation in a lecture. 
And this research develop a automatically generate system of ICT Operational Model and ICT 
Operational Sinario.

研究分野：ソフトウェア工学，教育支援システム

キーワード： 教育活動のモデル　ユーザプロファイル　ユーザモデリング

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は，教員のICT機器操作の機序や複数のICT機器の組み合わせによる援用効果など，従来とは異なる総合的
かつ柔軟な効果測定をおこなうための仕組みを提案しているだけでなく，IoT技術の教育への応用という点でも
先駆的かつ独創的である．本研究で得られた成果は，教育機関における情報戦略や教育戦略の立案への貢献も期
待される．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 文部科学省[1]が平成 23 年に策定した「教育の情報化ビジョン」では，教員が効果的な授業の
実現のために，初等，中等，高等教育に限らず，ICT 機器整備の必要性について言及しており，
多くの教育機関が ICT 機器の整備を進めている．京都大学高等教育機関等における ICT の利
活用に関する調査研究委託業務成果報告書[2]では，e-Learning もしくは ICT 活用教育を
93.6%の大学が重要であると考えていることが報告された．堀田[3]らは，小学校の授業における 
ICT 活用の目的・頻度・タイミングに関する質問紙調査を実施した．この調査では，ICT の活
用がおこなわれた授業は全体の半数程度で，ICT活用の目的は，導入では課題の提示，展開では
教員の説明資料，まとめでは繰り返しによる定着が一番多く，また活用する ICT 機器について
は，プロジェクタ，次いで実物投影機，コンピュータの順であることが明らかになった．清水ら
は，ICT 活用授業における学力向上に関する総合的な分析評価をおこなった．清水らは[4]，実
証実験に参加した教員のほとんど（97.3%）が「授業における ICT の活用が児童生徒の学力向
上に効果がある．」と答えたと述べている．堀田らや清水らの研究は，授業で ICT を活用する
ことで，一定の学習効果が得られること，教員による ICT 活用をさらに推進していくことが学
力の向上に重要であることを示している. 
製品開発において製品利用者にとっての品質を確保するための技術分野の一つとして，ユー
ザモデリング技術[5]が注目されている．ユーザモデリング技術は，開発者が理解する利用者像
と実際の利用者の実像を埋めるための手法であり，より利用者を意識した製品開発による品質
の向上や，製品が出荷される地域ごとの利用者に応じた製品開発などに有益な手法である．自動
車業界ではユーザモデリング技術が活用されており，ユーザ特性を分析し，安全運転や走行支援
をおこなうための取り組みが数多く実施されている[6]. 
 
２．研究の目的 
 本研究では，ソフトウェアや情報システムのユーザモデリング技術の一つである運用プロフ
ァイルに[7,8]，状態の滞在回数と滞在時間を付与した拡張運用プロファイル[9]を用いて，香川
大学型 IT 教卓システム[10]（以下，IT 教卓システムとよぶ）の操作ログから，IT 教卓システ
ムの操作をモデル化した． 
 
３．研究の方法 
 IT 教卓システムは，ICT 機器制御システムを用いることで，IT 教卓システムが設置されたす
べての教室において，同種の ICT 機器 を同じインタフェースで操作できるシステムである．
本研究における操作ログとは，ICT 機器制御システムのログである．香川大学 4 教室の IT 教
卓システムの操作をモデル化したところ，設置場所によって ICT 機器操作に明らかな違いが見
られた．IT 教卓システムを活用し，様々な ICT 機器を用いた授業がおこなわれている教室があ
る一方で，利用されている ICT 機器は限定的で，ほとんど利用されていない ICT 機器がある
教室も明らかになった．この結果は，導入した ICT 機器の運用の効率化やコストの削減など，
ICT 機器整備に関する課題解決に貢献する可能性を示している．さらに，本研究で実施したモデ
ル化は，教員の授業における実際の ICT 機器操作の実態を示しており，拡張運用プロファイルを
用いて ICT 機器操作をモデル化することは，授業における ICT 機器を活用したカリキュラム
デザイン，学習環境デザインなど教育デザインにも寄与する可能性を示している． 
 
４．研究成果 
本研究では，ソフトウェアや情報システムのユーザモデリング技術の⼀つである運⽤プロフ
ァイルに，状態の滞在回数と滞在時間を付与した拡張運⽤プロファイルを⽤いて，⾹川⼤学型 
IT 教卓システムの操作ログから，⾹川⼤学型 IT 教卓システムの操作をモデル化した．教室に
よって⽣成された運⽤プロファイルに，存在する状態や状態の遷移のパターンなどに違いが⾒
られたことから，教員の操作も異なることがあきらかになった．本研究で実施したモデル化は，
教員の授業における実際の ICT 機器操作の実態を⽰しており，拡張運⽤プロファイルを⽤いて
ICT 機器操作のモデルを作成することは，授業における ICT 機器を活⽤したカリキュラムデザ
イン，学習環境デザインなど教育デザインにおいても寄与する可能性を⽰している．IoT 社会が
加速し，今後教育機関に導⼊される ICT 機器もインターネットに接続され，様々な情報がイン
ターネット経由で収集可能になることが期待される．本研究は，教育機関で導⼊した ICT 機器
の教員の操作に関する情報を収集し，それらを利⽤する点でも先駆的な取り組みである．本研究
で得られた成果を受け，操作ログから ICT 機器操作モデルを⾃動構築する機能を実装し，教務
システムと連携することで，教員の授業の振り返りに ICT 機器操作モデルを利⽤してもらうこ
とを検討しているだけでなく，利⽤頻度の低い ICT 機器を他の教室に移設するなど，ICT 機器
運⽤の効率化に向けた取り組みを実施する予定である． 
新型コロナウイルス感染症の拡大の影響を受け実施された香川大学のオンライン授業では，
「対面授業では無意識に獲得できていた学習の動機付けにつながる情報が，オンライン授業で
は獲得することが難しい」との課題が報告された．本研究では，応募者がこれまで実施してきた



教育システム開発に関する研究成果と，教育システム運用に関するノウハウを組み合わせ，教育
システムが生成した各種ログから，学生の教育活動を可視化する手法を導出するととも，それら
を自動生成するシステムに関する研究にも着手した．本研究では，そのデータを可視化するプロ
トタイプシステム「カダスイッチ/KadaSwitch」を開発しただけでなく，生成された可視化デー
タを用いて学習を支援するシステムの開発もおこなった．カダスイッチは，週間学習データ生成
機能と週間学習レポート生成機能，週間学習レポート通知機能の 3 つの機能を有している．現
在，週間学習レポート生成機能で学習者に可視化する情報を検討するとともに，週間学習レポー
ト通知機能での通知方法，通知タイミングについても検討している． 
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